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総
務
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
は

人
事
案
件
二
件
、
条
例
案
件
一
件
、
補

正
予
算
案
件
二
件
、
そ
の
他
の
案
件
一

件
、
請
願
一
件
の
計
七
件
で
し
た
。

「
監
査
委
員
の
選
任
」
と
「
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
」
は
い

ず
れ
も
専
門
的
能
力
に
優
れ
た
方
と
の

説
明
を
受
け
、
全
員
賛
成
し
ま
し
た
。

専
決
処
分
「
平
成
十
三
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
八
号
）
に
つ
い
て
」
は

須
玖
小
学
校
校
舎
増
築
の
た
め
の
国
庫

負
担
額
が
決
定
し
、
単
価
に
差
額
が
生

じ
た
た
め
補
正
し
た
も
の
で
、
全
員
が

承
認
し
ま
し
た
。「
筑
紫
自
治
振
興
組

合
規
約
の
一
部
改
正
」
は
筑
紫
地
区
精

神
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
立

す
る
に
当
た
り
、
一
部
事
務
組
合
の
組

織
化
は
不
可
能
な
の
で
四
市
一
町
で
構

成
し
て
い
る
筑
紫
自
治
振
興
組
合
で
担

当
し
て
は
、
と
の
県
よ
り
の
指
導
に
従

い
、
組
合
議
会
で
協
議
し
、
規
約
の
一

部
を
変
更
す
る
こ
と
に
同
意
を
求
め
ら

れ
た
も
の
で
全
員
賛
成
し
ま
し
た
。
請

願
「
不
実
記
載
申
請
に
よ
る
住
民
基
本

台
帳
閲
覧
に
お
け
る
春
日
市
民
へ
の
危

険
通
知
に
関
す
る
請
願
に
つ
い
て
」
は

有
印
私
文
書
偽
造
並
び
に
同
行
使
罪
に

て
告
発
す
る
よ
う
春
日
市
長
に
勧
告
す

る
こ
と
を
求
め
た
も
の
で
委
員
会
で
審

議
を
行
い
、
継
続
審
査
に
す
る
こ
と
に

全
員
賛
成
し
ま
し
た
。

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
三
議
案
に
つ

い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

「
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
」

に
つ
い
て
は
、
全
員
が
籾
井
勇
次
氏
の

推
薦
に
同
意
し
ま
し
た
。

あ
と
の
二
議
案
は
「
春
日
西
中
学
校

の
校
舎
増
築
工
事
」
と
「
春
日
北
小
学

校
の
校
舎
プ
ー
ル
増
築
工
事
」
に
つ
い

て
指
名
競
争
入
札
に
よ
り
工
事
請
負
契

約
の
締
結
を
行
う
も
の
で
、
全
員
が
原

案
に
同
意
し
ま
し
た
。

審
査
の
過
程
で
は
、
二
議
案
と
も
工

事
期
間
が
来
年
の
二
月
、
三
月
ま
で
と

長
期
間
に
な
る
た
め
、
特
に
児
童
・
生

徒
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
万
全
を
期
す

る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

ま
た
、
入
札
に
際
し
て
談
合
情
報
が

寄
せ
ら
れ
た
た
め
、「
公
正
入
札
調
査

委
員
会
」
で
十
分
な
調
査
を
行
っ
た
上

で
入
札
が
実
施
さ
れ
た
旨
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
今
後
も
こ
う
し
た
情

報
に
際
し
て
は
「
中
立
・
公
正
」
な
立

場
で
適
切
な
対
応
が
な
さ
れ
る
よ
う
要

望
い
た
し
ま
し
た
。

付
託
さ
れ
た
老
人
保
健
医
療
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
と
報
告
議
案
二
件

（
市
税
条
例
と
都
市
計
画
税
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
）
を
慎
重
に
審
査
を

行
い
全
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

市
税
条
例
の
改
正
は
、
個
人
市
民
税

の
均
等
割
及
び
所
得
割
の
非
課
税
限
度

額
の
引
き
上
げ
な
ど
で
す
。

委
員
会
で
は
介
護
保
険
に
つ
い
て
調

査
研
究
を
続
け
て
い
ま
す
。
今
定
例
会

に
、
昨
年
実
施
さ
れ
た
介
護
保
険
認
定

者
に
対
す
る
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用

実
態
調
査
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

報
告
に
よ
る
と
利
用
率
は
七
十
七
・

四
％
と
比
較
的
高
く
、
未
利
用
の
理
由

は
、
今
は
必
要
な
い
が
ほ
と
ん
ど
で
利

用
料
一
割
を
負
担
に
思
う
率
は
一
％
も

あ
り
ま
せ
ん
。
認
定
結
果
へ
の
満
足
度

は
八
十
七
・
二
％
で
不
満
の
理
由
で
多

い
の
は
「
予
想
よ
り
軽
い
」
こ
と
。
利

用
の
一
割
負
担
を
納
得
す
る
率
は
九
十

六
・
五
％
と
高
い
。
利
用
者
の
六
十

八
％
が
居
宅
、
三
十
％
が
介
護
保
険
施

設
で
受
け
て
い
ま
す
。
介
護
サ
ー
ビ
ス

に
対
す
る
満
足
度
は
種
類
に
よ
っ
て
異

な
る
が
職
員
の
対
応
に
は
七
十
％
が
満

足
し
て
い
ま
す
。

来
年
度
の
制
度
見
直
し
に
向
け
、
こ

の
報
告
を
含
め
て
、
さ
ら
に
委
員
会
で

調
査
、
研
究
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

当
委
員
会
が
付
託
を
受
け
た
の
は
、

三
議
案
で
し
た
。

「
春
日
市
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る

退
職
報
償
金
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
」
の
議

案
は
、
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
等

責
任
共
済
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の

一
部
が
改
正
さ
れ
た
た
め
、
非
常
勤
消

防
団
員
の
退
職
報
償
金
の
額
を
改
定
す

る
も
の
で
す
。

今
回
の
改
正
は
階
級
・
年
数
に
か
か

わ
り
な
く
一
律
に
四
千
円
を
増
額
し
階

級
や
年
数
に
よ
る
格
差
が
是
正
さ
れ
て

い
ま
す
。
委
員
会
で
は
大
変
困
難
な
任

務
を
持
つ
非
常
勤
消
防
団
員
に
対
し
て

本
市
独
自
で
の
上
乗
せ
の
検
討
を
求
め

全
員
賛
成
し
ま
し
た
。

「
市
道
路
線
の
認
定
」
の
議
案
は
、

開
発
行
為
な
ど
で
市
に
寄
附
さ
れ
た
行

き
止
ま
り
道
路
を
住
民
の
利
便
向
上
の

た
め
、
市
道
認
定
基
準
が
改
正
さ
れ
二

十
六
路
線
を
市
道
と
し
て
認
定
す
る
も

の
で
す
。「
福
岡
市
の
区
域
内
に
お
け

る
春
日
市
道
の
設
置
に
関
す
る
協
議
」

の
議
案
は
井
尻
六
差
路
そ
ば
の
市
道
に

沿
っ
て
寄
附
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
歩
道

を
春
日
市
で
管
理
す
る
た
め
の
議
案
で

す
。
全
路
線
に
つ
い
て
現
地
調
査
を
行

い
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。
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6月定例会視点・論点
6月定例会において、各常任委員会で議論となったものを各委員長がまとめたものです。

市道路線の現地調査を行う建設委員会


